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~ポスター・詩・エッセイ展~

「 ガ ザ ・ フ ェ イ ス 〜 私 た ち は 数 じ ゃ な い ！ 〜 」 は 、 2 0 2 3 年 1 0 月 以 降 に
ガ ザ 侵 攻 で 亡 く な ら れ た 方 々 の 生 前 の 写 真 と お 名 前 、 プ ロ フ ィ ー ル を

オ ン ラ イ ン 上 に 記 録 す る 国 際 的 な プ ロ ジ ェ ク ト で す 。
外 大 生 が 翻 訳 に 携 わ り 、 「 ガ ザ ・ フ ェ イ ス 」 の 日 本 語 版 作 成 が 実 現 し ま し た 。

こ の 度 、 初 め て の ポ ス タ ー 展 を 開 催 し ま す 。

日時：2024年10月5日（土）〜21日（月） 8 : 00 - 2 0 : 0 0  
場所：東京外国語大学府中キャンパス 研究講義棟１F ガレリア

【 共 催 】 T U F S パ レ ス チ ナ 連 帯 活 動 （ 主 催 ） ， T U F S フ ィ ー ル ド サ イ エ ン ス コ モ ン ズ ， 東 京 外 国 語 大
学 大 石 高 典 ゼ ミ ， 東 京 外 国 語 大 学 坂 井 真 紀 子 ゼ ミ ， 東 京 外 国 語 大 学 ア ラ ビ ア 語 専 攻 有 志
【 協 力 】 東 京 外 国 語 大 学 現 代 ア フ リ カ 地 域 研 究 セ ン タ ー ， S H K R A N ， G A Z A  D E S  V I S A G E S
【 お 問 合 せ 先 】 T U F S パ レ ス チ ナ 連 帯 活 動 （ t u f s f o r p a l e s t i n e @ p r o t o n m a i l . c o m ）
X :  @ t u f s 4 p a l e s t i n e 　 I n s t a g r a m :  @ t u f s 4 p a l e s t i n e



TUF Sパレスチナ連帯活動とは
2024年５月に結成された、東京外国語大学の公
認学生団体。これまで、キャンパスでのデモ活動
や、映画『ガザ＝ストロフ -パレスチナの吟（う
た）-』上映などを通じて、パレスチナの情勢につ
いての理解を深めるための活動を行ってきまし
た。

ガ ザ 侵 攻 で 亡 く な ら れ た パ レ ス チ ナ の 人 々 の 顔 や 名 前 は 、 多 く の 場 合 主 要 メ デ ィ
ア で 報 じ ら れ る こ と は あ り ま せ ん 。 代 わ り に 、 毎 日 死 者 数 だ け が 更 新 さ れ て い き
ま す 。
パ レ ス チ ナ の 人 々 は 、 抑 圧 や 暴 力 を 受 け る 、 あ る い は 外 部 か ら の 支 援 を 受 け る だ
け の 存 在 で は な く 、 そ れ ぞ れ に 顔 や 人 生 が あ り ま す 。 空 手 選 手 、 詩 人 、 大 学 生 、
農 家 さ ん … 。 厳 し そ う な 皺 を た た え て 笑 う 人 、 無 邪 気 に 笑 う 子 ど も 。 こ の 展 示 で
は 、 そ う い っ た 方 々 に 焦 点 を 当 て た い と 思 っ て い ま す 。

ま た 、 『 現 代 詩 手 帖 』 2 0 2 4 年 5 月 号 や 、 P A S S A G E S  T H R O U G H  G E N O C I D E
（ パ レ ス チ ナ の 詩 人 ・ 作 家 の 綴 る 言 葉 を 集 め た 刊 行 物 お よ び ウ ェ ブ サ イ ト ）
か ら 引 用 し た 、 パ レ ス チ ナ で 生 き る こ と に つ い て の 詩 や エ ッ セ イ を 展 示 し ま す 。

展示について

わたしは、パレスチナについて書こうとした。それは彼と
の約束だったから。でもわたしのインクは震えて、ゆがん

でしまう。彼がわたしの言葉を読むことは、もう二度とない。
人間ー動物として、ひどい孤独を感じた。

ーアリア・カッサーブ
いずれも、『現代詩手帖』2024年5月号より
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わたしが　死ななければならないのなら
あなたは、生きなくてはならない

ーリフアト・アルアリール

会場マップ

研究講義棟

東京都府中市朝日町3-11 - 1
東京外国語大学 府中キャンパス

研究講義棟1F ガレリア
（入り口入ってすぐの吹き抜けの中央通路）

西武多摩川線　多磨駅より徒歩５分

関連情報


